
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

経営所得安定対策等の実施に向けて市町村が行う本対策の計画書の取りまとめ、現地確認、普及啓発等を引き続き支援する。

目標に対
する成果
の状況

米の直接支払交付金加入面積は、19,984ha（目標比98.9％）で未達成となったが、申請者数の前年対比94.7％に比べて、加入面積は
97.8％と減少割合が小さいことから、担い手の規模拡大が進んでいると思慮される。

 概算事業費（B（A）+C） 283,176 274,453 293,527

43,527 43,527

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

248,577 233,744

概　算
人件費

5.50 5.50 5.50

45,518

237,658 230,926

△ 11,423 △ 17,776

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

Aの
財源

233,744 250,000

0 0 0

250,000

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）
本制度の加入に向けた普及
促進及び制度の運営等

補助金
市町村等における制度の普及推進活動及び制度加
入に係る事務、生産数量目標の設定等

251,520 230,926 250,000

1 夢ある農業を実践する経営体の育成 実施期間 23 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

国庫事業である本制度の実施にあたっては、国の要綱により、関係機関とともに県が連携して普
及・推進することとされている。長野県食と農業農村振興計画　他

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail nogi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-3 夢に挑戦する農業

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針 　　３－３　 活力と循環の信州経済の創出

事業番号 09 03 04 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 経 営 所 得 安 定 対 策 推 進 事 業 担
当
課

部局 農政部

課・局・室 農業技術課

250,000

○経営所得安定対策制度への加入促進により、農業経営の安定や担い手への農地の集積を図るとともに、米の生産数量目標の達成や
米に変えて麦・大豆・そば・なたね等の作付けを増加させる。

○米の消費量が減少していることから、需要に即した米の需給調整が必要となっている。
○麦、大豆、そば等の作付推進による食料自給率の向上を図ることも重要である。
○販売価格が生産費を恒常的に下回る作物があり、農業経営の安定のための対策の実施が必要

251,520 250,000

合計（A) 248,577
20,441

29年度

当初予算 260,000

20,200 19,984 未達成

米の直接支払交付金加入面積　20,200ha
（国から示される主食用米の生産数量目標を達成するため、目標達成者に交付される「米の直接支払交付金」の前年度加入面積に、
生産数量目標の減少率を乗して目標設定）

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

ー
米の直接支払交付
金加入面積(ha)

施策展開

　　３－(1) 経済構造の転換

　 　  （ウ） 農業の競争力強化

　　　 　ア　県内産業の競争力強化

成果目標の達成状況

項目 H26末

20,559

合計 251,520 230,926

補正予算

mailto:nogi@pref.nagano.lg.jp

